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登壇 

 

 

司会：本日は、サイボウズ株式会社、第 25 回定時株主総会にご出席いただき、ありがとうござい

ます。今回の定時株主総会は、新型コロナウイルス感染症の感染が継続している状況を踏まえまし

て、株主様の安全確保および感染拡大防止のために、感染リスクを最小限に抑えるべく対策を講じ

た上で開催しています。 

株主様には、可能な限り書面による事前の議決権行使をお願い申し上げるとともに、インターネッ

トによる質問や、議決権行使を可能とするバーチャル出席の方法を、昨年に引き続き採用していま

す。 

また、当社スタッフもマスクを着用させていただいております。 

ご来場の株主様で体調不良と見受けられる方には、当社スタッフがお声がけさせていただくことが

ありますので、あらかじめご了承ください。 

代表取締役青野を除き、取締役 16 名、監査役 3 名は、いずれもオンラインでの出席とさせていた

だきます。また、本日は議長をサポートする執行役員および各部門責任者も出席させていただいて

おります。 
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それでは、株主総会の開会に先立ち、注意事項をお伝え申し上げます。まず、ご来場株主様向けの

注意事項です。今回の株主総会につきましては、ライブ配信を実施しております。 

株主総会の模様を可能な限りそのままの形で公開したいと考えておりますので、質疑応答における

ご発言に関しましても、音声配信させていただきます。お名前などの発言にはご注意ください。 

また、株主様のプライバシーに配慮して、映像は前方の議長席を中心に撮影しておりますが、途中

退席される場合にはお顔等が映り込むことがございますのでご注意ください。 

写真撮影や SNSへの投稿について特に制限はございませんが、動画撮影のみご遠慮いただきます

ようお願いいたします。なお、写真撮影にあたっては、周りの方のお顔等が写り込まないようご配

慮ください。 
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招集通知に記載しました通り、ご来場株主様におかれましても、お手持ちのスマートフォン、タブ

レットをご利用いただき、議決権行使を行っていただきます。 

また、ご質問に関しましては、本総会中に挙手の上、ご発言いただく機会がございますが、システ

ムを使ってご質問いただくこともできます。システムを使った議決権行使およびご質問の具体的な

手順に関しましては、招集通知 4 ページ、バーチャル出席のご案内および受付時にお配りしました

ご案内に記載されておりますので、ご参照ください。 

システムを使った議決権行使およびご質問につきましては、回数制限、文字数制限がございます。

詳細に関しましては、次にご案内いたしますバーチャル出席株主様向けの注意事項と同様です。 

ご来場株主様向けの注意事項は以上となります。ご不明点等がございましたら、お近くのスタッフ

にお声がけください。 
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次に、バーチャル出席株主様向けの注意事項を申し上げます。招集通知 4 ページのバーチャル出席

のご案内に、ご質問や議決権行使の具体的な手順を記載しています。ご質問や議決権行使をする際

などにご参照ください。 

ご質問は、1 問につき 250 文字までの文字数制限を設けさせていただいております。要点を簡潔に

記載してご質問ください。また、ご質問の受付は、質疑応答開始 20 分後を目安に締め切らせてい

ただきます。締め切り時刻は質疑応答開始時にお伝えしますので、それまでにご質問ください。 

システムによる議決権行使は、お 1 人 1 回限りとさせていただいております。複数回操作していた

だいても 1 回目の操作内容のみ有効な議決権行使として取り扱われます。 

また、事前に郵送により議決権行使された株主様が、本総会中にシステムにより議決権行使された

場合には、事前の議決権行使は無効となり、本総会中の議決権行使が有効なものとして取り扱われ

ます。あらかじめご了承ください。 

なお、お寄せいただいたご質問とそれに対する回答は、後日適宜取りまとめの上、当社ホームペー

ジにて公開いたします。 

その他、バーチャル出席のご案内を改めてよくご確認ください。 
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最後に、株主様以外のライブ配信ご視聴者様向けの注意事項をお伝え申し上げます。 

YouTubeの説明欄にてご案内しておりますご質問システムをご利用の上、ご質問を投稿すること

ができます。このシステムにより寄せられたご質問も、できる限り本総会において取り上げてまい

ります。 

なお、ライブ配信ご視聴者様からのご質問と、それに対する回答に関しましても、バーチャル出席

株主様からのご質問と同様に、適宜取りまとめの上、後日当社ホームページにて公開いたします。 

それでは、よろしくお願いいたします。 

青野：皆様、本日はお忙しい中、ご出席くださいまして、誠にありがとうございます。代表取締役
社長の青野慶久です。 

それでは、今年も株主総会を進めさせていただきたいと思っていますけれども、先ほどご説明させ

ていただいたように、今年もできるだけオンラインでということで、前に立つのがほとんど私だけ

ということで、他の現取締役、新取締役、監査役、社外取締役などは、基本このバーチャル側にお

りまして。あ、映りましたね。こんな感じで参加させていただきますので、どうぞご理解のほど、

よろしくお願いいたします。 

また、今年の株主総会は、テーマとしては、一つは電子化に対応する定款の変更などがあります。

できるだけオンラインで開催できるようにという、この辺の変更がありますのと、あとは、社外取

締役です。 

今まで頑なに拒否してきた社外取締役です。皆さん、よくご理解かと思いますけれども、この社外

取締役を、ついにサイボウズもやろうということになりましたので、この辺りをぜひ注目して見て

いただけたらと思っております。 

それでは、定款の定めにより、私が本総会の議長を務めます。 
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それでは、当社第 25 回定時株主総会を開会いたします。本日の株主総会には、お手元の招集通知

に記載の議案を提出いたします。 

 

それでは、本日の議事進行についてご説明いたします。 

まず、報告事項のご報告および決議事項のご説明をいたします。株主様のご発言につきましては、

これらのご説明が全て終了した後に、一括してお受けいたします。 

ご質問につきましては、ご来場の株主様、次にバーチャル出席の株主様、そして株主様以外のライ

ブ配信ご視聴者様の順にお受けいたしますけれども、基本的にご来場の株主様とバーチャル出席の

株主様中心に受けさせていただきます。 

その後に、全ての決議事項につきまして採決いたします。 

なお、ご来場株主様におかれましては、ご質問、ご発言する際は、全て私の指示に従ってくださ

い。ご理解ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

それでは、招集通知に記載の株主総会の目的事項の順序に従って、報告事項ならびに議案の審議に

入ります。 
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まず、報告事項でありますが、第 25 期事業報告、連結計算書類ならびに会計監査人および監査役

会の連結計算書類監査結果報告の件、および第 25 期計算書類報告の件の内容につきましては、招

集通知および当社ウェブサイトに記載しております、インターネット開示事項に記載の通りです。 

続きまして、招集通知 33 ページ、34 ページに記載の通り、当社は第 25 期事業年度の終了時点

で、現時点でですね、社外取締役を選任しておりません。招集通知 11 ページに記載の第 2 号議案

の通り、本株主総会において、新たに社外取締役の選任をお諮りいたしますが、これまで、あくま

でもこれまで、社外取締役を置くことが相当でないと判断していた理由を私からご説明いたしま

す。 
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これも去年と同じ資料になるんですけれども、この左側の組織より右側の組織を目指したいねとい

うのが、すごくシンプルに言いますと、この背景にあるところです。これは左側にピラミッドを書

いていますけれど、ピラミッドが悪いという話ではなくて、このピラミッドを作って、情報格差が

生まれているというところに、僕達は問題意識を持っているんです。 

なので、社長しか知らないことがあるとか、取締役にしか知らされてないとか、人事のことは部長

しか知らなくて、自分が来年どこで何の仕事をすることになるのか、もう本当に直前まで教えてく

れないみたいな、情報格差がある組織ってどうなのと。 

でも、そういう組織じゃなくて、この右側みたいに、そういうことも含めてオープンに情報共有し

て議論して、運営していく。こういう組織のほうが、もっともっと効率もいいし、楽しく働けるん

じゃないのと。それが僕達がイメージしている、この新しい組織なんです。 
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その中で、私達もできるだけ社内で情報共有を進めてきて、透明化を図ってきました。なので、サ

イボウズの社内においては、経営会議を含めて、ほとんどの会議がオープンになっていて、誰でも

リアルタイムに視聴することができるようになっているし、議事録も公開されるし、そしてそこに

対して物申すこともできるようにしています。 

でも、これも質問責任という文化にしています。何か経営者達がこんなことを話している。おかし

いなと思ったら、もう突っ込んでくれと。突っ込んでくれる人こそサイボウズの社員のあるべき姿

なんだという、この文化をつくりながらやってきました。 

そして、また社外の人達もたくさんサイボウズに入ってきてくれています。今だと年間 100 人以

上の方が社外から入社してきてくれていますので、この社外の人達も含めていろんな人が、本当に

現場の社員の人も含めて、もう社内のあらゆる情報に接することができて、物申すことができる

と。こういう状態にしていくと、社外取締役って置かなくてもいいんじゃないというのが、僕達の

意見だったんです。 

本当に開かれた組織にする。社外からの目も入っているしということで、今まで置いてきませんで

したというのが、背景になります。よろしいでしょうか。 

ということで、現在は社外取締役を置いていないんですが、しかしながら、法律が変わりまして、

2021 年 3 月 1 日に施行されました改正会社法により、上場会社においては、社外取締役を設置す

ることが義務付けられました。 
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当社もこれを機に、経営体制の見直しと社会取締役候補者の選定を進めてきましたところ、適任者

にご内諾いただけましたので、本総会の第 2 号議案でお諮りいたします。 

当社における社外取締役の意義につきましては、後ほど第 2 号議案の内容と併せて、ご説明いたし

ます。これは後ほどになります。ぜひお楽しみに。 

続きまして、報告事項の補足として、事業内容についてご説明いたします。前方のスクリーンを用

いて説明いたしますので、前方をご覧ください。 

それでは、会社の概要と事業の紹介をしたいと思います。 

 

まず、こちらが企業理念になります。本当に一番見ていただきたいのは、このスライドです。とい

うのは、これは昨年の株主総会で決議しました企業理念になります。この組織がなぜ存在するの

か、何のために存在するのか。これは一番、私はこの組織を運営する上で大事だと思っていて、な

ので、株主総会で決議させていただきました。 

サイボウズという組織は、「チームワークあふれる社会を創る」ために存在します。これがもう、

とにかくこれをするために存在するんだということになります。 

じゃあ、チームワークあふれる社会ってどういうものかというと、この下に書いております、この

四つの文化を広げていくんだということになります。 

チームがありまして、一つの理想に共感している。その中で、多様な個性が重視される、いろんな

人の個性が重視される。そして公明正大。オープンで、嘘偽りなく、隠しごとなく運営される。そ
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してそこに参加される一人一人が自立をする、議論をする。こういうチームこそが、僕達がイメー

ジしているチームワークいいねという状態で、こういう組織を広げていくんだということです。 

残念ながら、今世界はそんなチームワークの組織だけではありません。むしろ、できていない組織

がほとんど。だから僕達は存在する意味があるわけです。そういう組織を増やしていきたい。そう

いうチームを広げていきたい。そのために僕達はあるんだと。 

なので、サイボウズが、何かこんなこと、新しい事業をやったら儲かるんだからやってみたらって

言われても、いやそれ、チームワークあふれる社会を創るのにつながるんですかというところから

議論したいんです。 

サイボウズ、何か株が落ちているんじゃないかと、何か株価を上げるための施策をやれよと言われ

ても、いや、それをすることでチームワークあふれる社会につながりますかと、こういう議論をし

たいんです。 

常にこの最上位の目的を意識しながら、僕達は経営したい。それを、人によって、「これを大事に

します」「あれを大事にします」とか、結局どれを大事にするのかわからないという感じではなく

て、とにかく僕達がチームワークあふれる社会を、もうガチで創りにいく。これぐらい思いを持っ

て取り組んだら、本当に社会が変わるんじゃないかと思って、僕はそう信じているんです。そう信

じているからこそ、これをとにかくこの株主総会の場でも、皆さんにご理解いただきたくて、ここ

をご説明させていただいたと思っております。ということで、ずいぶん時間を使っちゃいました

ね。 
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このチームワークあふれる社会を創るために、今二つ事業をしていまして、一つはツール事業とい

う、グループウェアなどのツールを提供する事業と、あと最近始めましたのが、ツールだけでは足

りないだろうということで、メソッド事業と言いまして、このチームワークの運営ノウハウを、ど

ういうふうに組織を運営したらチームワークが良くなるのかと、このノウハウを提供する事業を最

近始めております。 

 

この事業の柱が、ツール事業、グループウェアの事業になるんですけれども、主に今 4 製品を出し

ております。先ほど会場で CMも流れておりましたけれども、サイボウズ Office、サイボウズ

Garoon、kintone、Mailwise、今この 4 商品、四つのサービスが主力になります。 
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そして、おかげさまで、この主力の商品に関しては、全て売上が順調に継続的に伸び続けておりま

す。特に、大きく伸びているのが、この kintone、最近テレビ CMもかなりやっていますけれど

も、この kintone が、もう前年比で 30%強、30%から 40%ぐらい伸び続けているということにな

ります。 
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単に売上が伸びているだけではなくて、ちゃんとこれはお客様やパートナー様からも評価されてい

ますよということになります。顧客満足度調査、自治体 ITシステム満足度調査、パートナー満足

度調査、全て 1 位をいただいております。 

単に自分たちの独りよがりでやっているんではなくて、お客様にも支持されながら、一緒にビジネ

スをするパートナー様にも評価されながら、事業を拡大してきているということになります。 

 

そして、これも、今日本ではずいぶんお客さんが増えてきたんですけれども、日本でだけやってい

ても駄目なわけです。それはなぜかというと、「チームワークあふれる社会を創る」と言っている

わけです。チームワークあふれる日本を創ると言っているんだったら、もう日本だけでいいんです

けれど、いやいや社会って言っているんだったら、ちゃんと世界にやらなきゃ駄目だろうというこ

とで、グローバル事業も頑張って進めておりまして、中華圏、アジア、アメリカを今中心に、お客

様を徐々にですけれど、増やしております。 

なかなか、アメリカなんかは競合も多くて、一筋縄ではいかないんですけれども、一応チームワー

クあふれる社会を創ると言っているんだから、そこは僕らは逃げちゃいけないと。これは、必ずア

メリカのお客様にも支持されるようなサービスを提供していきたいと思っています。 
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そして、こちらが連結の売上と営業利益になります。この棒グラフが売上で、この 2011 年クラウ

ドサービスを始める頃は 40 億円ぐらいだったんですけれども、おかげさまで、この 10 年間で 4

倍強ぐらいに売上規模としては成長してきております。 

営業利益は少しそれと連動しておらなくて、一度 2015 年に思い切ってクラウド成長のために投資

しますと言って、赤字にさせてくださいと言って赤字にして、その後、営業利益が伸びてきていた

んですけれども、前期からもう 1 回投資フェーズに入ったなと。このコロナ禍で、もう世の中も

DX ブームになっている。しかも僕達は競争力の高い商品も持っている。今利益を出すよりも、も

うとにかく今は、より多くの人達に僕達の商品を届けるためにできることをやろうということで、

テレビ CM を始めたりしまして、利益が減ってきています。 

また、このクラウドサービスのインフラの切り替え時期がちょうど来ていまして、そこはずいぶん

大きなデータセンター周辺の投資が発生するので、今年はさらに営業利益が下がる予定になってい

ます。 

この辺りの判断も、この企業理念から考えて判断しながら、進めていきたいと思っています。 
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そして、サイボウズ、ツール事業、デジタルトランスフォーメーションですね。グループウェアの

ツール事業だけではなくて、この右側の CX というところも、ちょっと意識していきたいと思って

います。 

ちょうど今、デジタルトランスフォーメーションで、DX という言葉が流行っていて、そこでサイ

ボウズのツールもよく取り上げられますけれども、実際にじゃあ kintone を買ったら良い会社にな

るのかと、そんなに甘い話じゃないですね。 

実際に使うのは人間ですから、人間側もこのツールをうまく使えるようにならないといけないわけ

です。そのために、どういうふうに組織はあるべきなのか、それを私自身もチャレンジしながら、

このノウハウをお客様に提供していきたい。これが、このコーポレートトランスフォーメーショ

ン、CX の部分になります。 

最近だと、どんなことをしているかというと、一番上の経営判断に対する全社員からの助言プロセ

スを導入しました。 

なので、大きな意思決定があると、それが全社員に決議事項として見える形で出てきまして、それ

に対して、全ての社員がそこに物申すことができる。いやこうやったほうがいいんじゃないとか、

いや僕は反対ですとか、いや正直、あんまり興味ないのでお任せしますというのも含めて、もうそ

れぞれ従業員が自分で助言をすることができるようになっています。 
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これによって、もうまさに意思決定の見える化、透明化、そしていろんな意見が集まってきていま

すから、当然より質の良い意思決定ができるようになってきたと思っています。よろしいでしょう

か。 

最近なんか、私がこの株主総会に先立ちまして、サイボウズの取締役は半分以上女性にしたほうが

いいんじゃないかという意見を出したんです。もうその辺、アファーマティブアクション、もう男

性の取締役なんか半分以下だ、そうすべきだって僕が言ったら、これがなんと過去最大の 74 件の

従業員から意見が集まってきまして、その多くは反対だったという。 

それによって、「青野さん、そんな何か数合わせしただけじゃ意味ないでしょう」、「本質的なと

ころをやりましょう」と突っ込まれまして、おっしゃる通りですということで、それはやらなかっ

たということもあります。 

こういう意思決定もオープンにして、いろんな従業員が意見をくれる、社長であろうが当たり前に

反対意見が言える、こういう文化を作ること、これがまさに CX で、DX と CX が両輪で回ること

で、本当に良いチームになっていくんだと思います。 

そして、こういうことを株主の皆様にも広げていきたいと思っています。まだ株主の皆さんをうま

く巻き込めていないという、僕達、意識があるんです。 
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それで、今月 5 日になりますけれども、サイボウズ株主本部会という、株主の皆さんも、言ったら

外部社員みたいなものです。だから僕達にぜひ助言をくださいと。こういうイベントをさせていた

だきました。 

 

そうしましたところ、何と 43 件も意見が集まりました。もうマーケティングから、組織のことか

ら、ガバナンスのことから、いろんな意見をいただいたんですけれど、本当に私達まで勉強になり

ましたし、これらにしっかりと向き合いながら、より高いレベルの意思決定をしていきたいと思っ

ています。 

例えば、広告。「広告をサイボウズ何か最近出しているけれど、本当に社会を動かそうと思うんだ

ったら、もう国会議員の宿舎の前あたりに出したらどうだ。国会議員が毎日そこを通るから、そこ

にもう意見広告を出したらどうだ」とこんなご意見いただきまして、なるほどということで、そう

いうことも含めて、私達、株主の皆様の意見もいただきながら、新たなチャレンジをしていきたい

と思っています。 

ぜひ、一応これからもやる予定ですので、機会があればご参加いただけると嬉しいです。 

それでは、以上をもちまして、報告事項の説明といたします。 
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それでは、お手元の招集通知に記載の決議事項の内容をご説明いたします。まず第 1 号議案、定款

一部変更の件ですが、その内容は、招集通知 8 ページに記載の通りです。 

変更点といたしましては、2 点ございます。1 点目は、株主総会の開催形式に、場所の定めのない

株主総会、いわゆるバーチャルオンリー株主総会を追加いたしたく、定款の一部変更をお願いする

ものです。これは定款変更案の第 12 条第 2 項部分です。 

2 点目は、株主総会資料の電子提供制度導入に関することです。株主様には、招集通知とともに、

こちらのチラシを送付してお知らせしておりますが、2022 年 9 月 1 日に改正会社法が施行され、

株主総会資料の電子提供制度が導入されます。 

これに備えるため、当社定款において、株主総会資料の電子提供措置をとる旨を定めるよう、定款

の一部変更をお願いしております。これは定款変更案の第 15 条第 1 項部分です。 

なお、インターネットのご利用が困難な株主様への配慮の観点から、株主様には書面交付請求権が

認められることになりますが、現行法でも一部書面、つまり紙の招集通知ではなく、インターネッ

トにて開示している事項がございます。 

そのため、改正法が施行された後も、紙に記載する事項を、現在紙の招集通知に記載している事項

に限定させていただきますよう、定款の一部変更をお願いしております。これは定款変更案の第

15 条第 2 項部分です。 

なお、株主総会資料の電子提供措置を定めることにより、不要となる条文を削除するなどの所要の

変更も併せてお願いしております。 

以上が、第 1 号議案の説明となります。 

これは、招集通知をお送りしたときに、この小さな紙が入っていたと思うんですけれども、こちら

のほうに、また詳しく書いていますので、この株主総会資料が原則ウェブ化されますという、でき

るだけペーパーレスでいこうということで、この定款変更をお願いしたいと思います。 

以上が、第 1 号議案の説明となります。 
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続きまして、第 2 号議案、取締役 9 名選任の件ですが、本総会終結のときをもって取締役 17 名全

員が任期満了となりますので、取締役 9 名の選任をお願いするものです。 

具体的には、招集通知 11 ページから 13 ページに記載されている者が取締役候補者です。ここ

で、社内取締役候補者および社外取締役候補者が、それぞれどのような考えのもと選出されたの

か、当社において社外取締役に期待する役割も含めまして、経営支援本部長の林からご説明いたし

ます。林さんお願いします。 

 

林：経営支援本部長の林です。それではまず、社内取締役について、説明申し上げます。先ほど青
野から説明もありました通り、サイボウズでは新たなガバナンスに挑戦しております。 
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一人一人が自立心を持って質問責任を果たし、意思決定者がオープンな場で説明責任を果たすこと

によって、株主に選任された取締役のみによるガバナンスを超える組織が実現できるのではないか

と考えております。 

ある意味、サイボウズの従業員全員が取締役的な役割を担っていると言えます。 

本年も昨年と同様、このような考え方の中で、あえて取締役としての責任と義務を果たしたいとい

う者を社内で公募したところ、14 名の立候補者がありました。 

昨年は、立候補者全員 17 名を候補とさせていただきましたが、本年度は取締役会運営の効率化の

観点から、人数を絞ることといたしました。 

具体的には、現代表取締役の青野、それから株主総会の事務局責任者である法務統制本部長の中

根、それから取締役会の事務局責任者である私、経営支援本部長の林の 3 名を留任とし、それ以外

の候補者については、限られた人数の中でなるべく多くの人間に取締役の役割を経験させたく、本

年度は候補者の中から新任の候補を 4 名選出しております。 

 

次に、社外取締役についてになります。今年度までは先ほど青野が説明した通り、社外取締役は選

任しておりませんでした。 

しかし、来年度より社外取締役が義務付けられたため、このたび新たに 2 名の候補を選出しており

ます。 

この社外取締役 2 名には、法定の義務を果たしていただくことはもちろんですが、特にサイボウズ

が挑戦している新たなガバナンスに関して、社会的妥当性であったり、あるいは社内外への発信に

際しての言語化や表現といった部分について、特に第三者観点から有益な助言をいただけそうな方

を候補者とさせていただきました。 



 
 

 

24 
 

私からの説明は、以上となります。 

青野：ありがとうございます。なお、社外取締役候補、北原氏および渡邊氏に関しては、後ほど本
人からメッセージをお伝えしたいと思います。 

 

続きまして、第 3 号議案、監査役 1 名選任の件ですが、本総会終結のときをもって監査役、中川雅

文氏が辞任されますので、招集通知 15 ページに記載の通り、植松則行氏の選任をお願いいたしま

す。 

本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。また、植松氏は、現在の監査役である田

畑氏および小川氏と同様、社外監査役の要件を満たしております。なお、植松氏の任期は辞任され

る中川氏のものを引き継ぐ形ではなく、新たに開始されるものとなります。後ほど植松氏からもメ

ッセージをお伝えしたいと思います。 

 

最後に、第 4 号議案、剰余金処分の件ですが、その内容は、招集通知 16 ページに記載の通りで

す。今期の剰余金の配当につきましては、1 株につき 12 円。総額 5 億 5,053 万 9,624 円を 2022

年 3 月 28 日にお支払いしたいと思います。 
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ここで質疑応答に入る前に、社外役員候補および現監査役から一言ずつメッセージをお伝えしたい

と思います。社外役員候補からは、招集通知記載の候補者とした理由だけでは伝わりきれない各候

補者の考えや抱負をお伝えします。 

また、現監査役からは、先ほど経営支援本部長の林から説明させていただきました通り、従業員全

員が取締役的な役割を担うといったチャレンジングな取り組みを実施する中で、社内だけではなく

社外からの視点が、株式市場との対話などの観点から、より重要なものになってくると考えており

ますので、現監査役のお考えや抱負もお伝えさせていただきたく、このような時間を設けておりま

す。 

それでは、社外取締役候補、北原氏、渡邊氏、社外監査役候補、植松氏、現監査役、田畑氏、小川

氏の順にお伝えします。お願いします。 

北原：北原康富と申します。現在、私は名古屋商科大学大学院ビジネススクールにおいて、専任教
員をしております。 

専門はイノベーション、創造性、意思決定です。その他、本学の所属母体である、学校法人栗本学

園の理事、株式会社ナーチュアの代表取締役に就いております。 

サイボウズとは、私が創業した企業の資本提携を縁に、2006 年から 2012 年 1 月までサイボウズ

グループに籍を置いておりました。その籍を離れ大学教員となってからは、青野社長との月一度の

会議を通じて、社外の視点で戦略に関する助言や情報提供などをさせていただいてきました。 

ビジネススクールといいますのは、経営の実務家に対して実践的な経営学を教育していますので、

私の仕事上、さまざまな新しい経営に関する事例とか、学術的知見に触れる機会があります。 

本総会にて、社外取締役に選任いただいた暁においては、これまで通り経営の参考にしていただけ

るよう助言することに加えて、社外取締役としてガバナンス体制の一翼を担うと同時に、より優れ

た経営意思決定に寄与させていただきたいと思っております。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

渡邊：社外取締役候補の渡邊裕子と申します。私は、社外かつ海外におりまして、これまで約 25

年間、アメリカ、ニューヨークを拠点に仕事をしております。これまで私は、海外にいる日本人と

いう立場から、日本のことをアメリカ人に紹介したり、日本企業の顧客に対して世界情勢について

お伝えするということを仕事にしてきました。 

直近では、地政学リスク分析のユーラシアグループで、日本向け営業を 12 年ほどやっておりまし

た。 
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現在は、中東情勢分析の会社を仲間達と経営しつつ、歴史学者のニーアル・ファーガソンのアドバ

イザーを務めております。また、いくつかの日本の媒体にライターとして寄稿もしております。 

この 2 年間のパンデミックを経て、今、アメリカや日本はもちろん、世界中で働き方、仕事につい

ての考え方、企業のあり方、ガバナンスのあり方が大きくシフトしていると思うんですけれども、

サイボウズは、そのような流れに先んじて、新しい働き方とか、新しい会社のあり方を提案してき

た会社だと思うので、以前からその面では注目しておりました。 

最近では、日本でもダイバーシティについて語られることが増えていると思うんですけれども、サ

イボウズがいち早く、100 人 100 通りの働き方というコンセプトを打ち出していることは、日本の

中では先端をいく動きだと思いますし、共感しています。 

ただ、それでもまだ、もっと良くしていける余地はあるのではないかと思いますので、私のように

外にいる立場の視点から、お役に立てるインプットをし、サイボウズの取り組みについて発信する

という面でも、お手伝いしていけたらと思っております。よろしくお願いします。 

植松：監査役候補の公認会計士の植松則行です。私は監査法人トーマツからスタートしまして、ア
メリカ駐在などの経験を経て、国内、海外の会社に対して、会計財務をベースとしたコンサルティ

ングの会社の経営を中心にビジネスをしております。 

また、早稲田大学のビジネススクールの非常勤講師として 10 年以上、ガバナンスを支える重要な

要素の一つであります、管理会計および経営管理の講座を担当しております。 

これらの経験等々をベースに、監査役としてサイボウズの経営理念の実現を目指す、結果としての

企業価値の向上と、サイボウズらしいガバナンスの構築に向けて、外部からの冷静な視点で、内部

監査部門、外部からの監査人である監査法人と連携した三様監査で厳しくチェックをしていくとい

うことを基本に、監査の指導的機能も意識しながら、アドバイスを交え、株主の皆様の期待に沿え

るよう、職務を行う所存でございます。よろしくお願いいたします。 

田畑：常勤監査役の田畑正吾と申します。皆様に直接お話ができるタイミングですので、少しだけ
私の考えていることを話させていただきます。 

当社は、株主の皆さんにもサイボウズのチームの一員になってもらい、理想の社会を実現していき

たいと思っている、そんな会社です。 

しかしながら、当社は株主軽視の会社だなんて、個人投資家の掲示板に書かれたりしています。そ

ういうことは、少し認識はしているんですけれど、そこには大きな誤解があるんではないかなと思

っています。 



 
 

 

27 
 

それは、公明正大を社是としている会社ですので、株価を上げるために、適時開示の際に事実を少

し誇張して表現するような作文を頑張ったりするようなことは一切していなくて、事実を正確にで

きるだけ速やかに自然体で開示する、そんなスタイルでやっていますので、それがときとして、そ

のような誤解を生んでいる原因ではないのかなと思っています。 

でも、たとえ自然体の開示であっても、投資家をミスリードするような適時開示であってはいけま

せんので、そのようなことにならないように、監査役としては意見していますし、また、今いろん

なチャレンジをする中で、法的なハードルを越えなければできないチャレンジも出てきたりしてい

ます。 

そういうときに、当然ですが、コンプライアンス遵守という、そのような観点から意見していま

す。こちらについては、次の小川先生のほうがプロフェッショナルでいらっしゃいますので、かな

り小川先生に頼っている部分があるんですが、日々私はこのような考えで、当社に貢献していきた

いと考えています。簡単ではありますが、以上です。 

小川：監査役の小川義龍でございます。当社の前人未到のチャレンジングな試みの中には、未知の
リスクが潜んでいるんじゃないかと私は考えています。 

社員全員取締役的チームな当社の姿勢の中で、われわれ監査役、それから監査役会だけは、取締役

チーム、経営チームに属さない孤高の存在であること、公明正大さの牙城であること、こういうこ

とを特に意識すべきだろうなと私は思っています。 

取締役チームの人達がチャレンジしようとしている方向に対して、その方向にはコンプライアンス

上の問題が何か待ち受けているかもしれないと、それは取締役チームには所属していないからこ

そ、気づける、言える、一石を投じる役割、それを、われわれ監査役というのは、株主の皆様から

負託されていると思っています。 

今年からは社外取締役も就任しますので、当社の実質的な監査チームは、ますます充実します。引

き続き、よろしくお願い申し上げます。 

青野：ありがとうございます。より実効性の高いガバナンスを実現するため、このように社外役員
から助言等をいただきながら、今後の経営に当たってまいりたいと存じます。  
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質疑応答 

 

青野 [M]：それでは、質疑応答に入ります。質疑応答の進め方、ご留意点につきまして、事務局か
らご説明いたします。 

 

司会 [M]：議長の指名に基づき、質疑応答に関してご説明いたします。会場の株主様は挙手をして
いただき、議長が指名いたします。出席票番号のみをおっしゃっていただいた後、要点を簡潔にご

発言ください。なお、ご質問は 1 回につき、一つまでとさせていただきます。 

二つ以上のご質問がある株主様は、再度挙手していただきますよう、お願いいたします。株主様の

ご発言も原則としてそのまま配信いたします。 

なお、冒頭でご案内しました通り、ご来場株主様もシステムを使ってご質問いただけます。システ

ムを使ったご質問を希望される場合は、招集通知 4 ページ、バーチャル出席のご案内、または受付

時にお配りしましたご案内に記載された手順に従って、ご質問ください。 

システムにより、いただいたご質問はバーチャル出席株主様からのものと一括して取り上げます。 

なお、システムを使ったご質問の受付は、今からおよそ 20 分後の午後 2 時 31 分までとさせてい

ただきますので、この時刻までにご質問をお願いいたします。 
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議場での質疑の後、システムを通じて株主様からいただいたご質問を取り上げます。招集通知 4 ペ

ージ、バーチャル出席のご案内に記載された手順に従って、ご質問ください。ご質問の受付は、先

ほどお伝えしました通り、午後 2 時 31 分までとさせていただきますので、この時刻までにご質問

をお願いいたします。 

システムを通じた株主様からのご質問に関する回答の後、株主様以外の皆様からいただいたご質問

なども、この場でできる限り取り上げます。 

株主様以外の皆様からのご質問につきましても、ご質問の受付は午後 2 時 31 分までとさせていた

だきますので、この時刻までにご質問をお願いいたします。 

この質疑応答を終えた後は、ご発言ご質問をお受けできませんので、この機会にお願いいたしま

す。ご説明は以上となります。 

青野 [M]：ご説明ありがとうございました。それでは、今から質疑応答をしたいと思います。まず
会場の株主様からのご発言をお受けしたいと思いますが、先ほどご説明させていただきましたよう

に、この定款を書き換えまして、電子化を進めていくとか、あとやっぱりポイントは、社外役員が

充実しそうで、私は大変わくわくしているんですけれども、先ほど見ていただきました通り、この

ビデオ会議の先には 20 人以上のメンバーが控えておりますので、遠慮なくご質問いただければと

思います。 

会場にいらっしゃる方も、お手元から登録することもできます。そうしますと、かなり効率よくご

質問に答えていけますので、そちらもご利用いただければと思います。 

それではまず、ご来場株主様の質疑に入らせていただきます。ご発言を希望されるご来場株主様は

挙手をお願いいたします。 

よろしいですか。こちらの株主様お願いいたします。 

質問者 [Q]：出席番号 6 番の者です。中堅、大企業向けグループウェアの Garoonについて質問し

ます。kintoneは、導入するのは各企業の部署ごとなので導入しやすいというか、敷居が低くて進

みやすいなと思うんですけれど、Garoonとなると、企業全体だったり、過去のデータの処理だっ

たりで大変だということは、株主として認識しています。 

昨年、サイボウズデイズ(参照：https://days.cybozu.co.jp/days/)で、Garoonのブースで、

Microsoft365と併用しているユーザーが、約 50%というようなパネルを見て、大変びっくりしま

した。光明を感じました。 

https://days.cybozu.co.jp/days/
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昨年の鎌倉投信さんとの IR面談(参照：https://cybozu.co.jp/company/ir/meeting/)でも、また今

年 2 月の決算説明会(参照：https://cybozu.co.jp/company/ir/meeting/)でも同様の説明がありま

して、また kintone と Garoonと併用しているのが 47%というような発表もありまして、これらを

踏まえて、今後の Garoonの営業展開はどういうふうに進めていくのかなというのが、知りたいと

ころです。教えてください。以上です。 

青野 [M]：ありがとうございます。そうなんですよ。kintoneに最近注目が集まりがちなんですけ

れども、実は Garoonも持続的に売上を伸ばしておりまして、この Garoonの営業戦略ということ

で、それでは営業本部長の栗山よりご回答させていただきたいと思いますが、栗山さん、つながり

ますか。 

栗山 [A]：営業本部長の栗山です。Garoonに関しては、短期的なところと中期的なところを、二

つ戦略を描いておりまして、まず短期のところでいうと、Garoonもオンプレで利用されているユ

ーザーがかなりたくさんいらっしゃいます。 

このオンプレユーザーのクラウド移行を少し急ぎたいなというところで、準備を進めております。

このクラウド移行を進めることによって、お客さんが受けるバリューも当然増すんですけれども、

われわれとしても、ストックのビジネスへの切り替えで、収益上かなりのプラスがあるということ

で、オンプレからの移行をまず第一に、短期の施策として考えております。 

それから、中期的なところでいいますと、先ほどMicrosoft365 との連携というところもあるんで

すけれども、今、日本型のパッケージ型のグループウェアというのが、数がやっぱりかなり減って

きています。 

ここのニーズを確実に拾うというところが、Garoonとしてとるべき戦略かなと思っておりまし

て、最近のチャット型のグループウェアになっているとか、US型のシェアポイント型のグループ

ウェアみたいなところとの違いを打ち出しながら、独自のポジショニングを取っていくことができ

る商品かなと思っておりますので、オンプレからの移行と、Garoonの特徴を生かした、Garoon

に適したお客様が必ずいらっしゃいますから、そこを確実に見逃さず取ろうというところと、この

辺りを考えながら営業活動を行っております。 

青野 [A]：よろしいでしょうか。ご質問ありがとうございました。 

最近は、Garoonは連携するための、カスタマイズできる機能がどんどん充実していまして、その

辺りもありまして、Microsoft製品と併用されたり、kintoneと併用されたりしていまして、この

辺も戦略が徐々に実を結びつつあるかなという手応えを感じております。 

https://cybozu.co.jp/company/ir/meeting/
https://cybozu.co.jp/company/ir/meeting/
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ご質問ありがとうございました。 

続きましていきたいんですけれど、フォームのほうが、2 時 31 分が締め切りになっておりますの

で、フォームからご質問いただく方は、ちょっと締め切りを意識しながら書いていただけると嬉し

いです。 

その他、ご質問ございましたら、挙手をお願いいたします。こちらの株主様お願いいたします。よ

ろしくお願いします。 

質問者 [Q]：ありがとうございます。19 番です。昨年の多数の取締役の選任を、結局総括される

とどうだったのかというのを聞きたくて。面白いなと思ったんですけれど、十何人で取締役会を開

催するというのも、そもそも会議として僕は成立するのかと実は思っていたりしました。 

今回、減らす、先ほど効率化みたいなお話をされましたけれど。そもそも、全社員に対して取締役

的な言動というか発言等を期待しているということであれば、なんで取締役にしたのかというのが

引っかかるところで、今回減ったというところで、すごく面白い試みだったと思いますし、それは

それで良かったと思うんですけれど、結果として、そこら辺どのように評価されているのかなと。 

中身だけでいけば、執行役員でよかったかもしれないし、入社して 2 年、3 年の方が経営を語る、

いやまあ、いろいろ意見等は言えると思うんですけれど、そういう経営の観点を本当に話せたのか

と。 

今、多分見ていらっしゃるかと思うんですけれど、それはそれで、入社 3 年目の方にも期待するこ

とはあったんだろうと思うんですが、それを取締役にすべきだったのかというのを、改めてどのよ

うに青野さんはお考えか、教えてください。以上です。 

青野 [M]：ご質問ありがとうございます。ちょっと私も、後ほどお答えを付け加えさせていただき
ますけれども、ここは担当しております経営支援本部長の林がおりますので、まず林から回答させ

ていただければと思います。 

林 [A]：経営支援本部の林です。総括というところで、取締役を 17 名選んだところでどうだった

のかですが、この取締役を 17 名選ぶということ自体がサイボウズの目的ではなくて、先ほども青

野からご説明があったように、サイボウズの従業員全員で意思決定をしていこうというところが、

大きな趣旨であります。 

その中の一つの形態として、公募制で取締役も募集するということをさせていただいたんですが、

結果としては、昨年、以前に比べて社内で経営会議に対しての意見みたいなものがたくさん出るよ
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うになって、質問責任と、それから説明責任を果たす機会というのは、すごく増えたんじゃないか

なと思っています。 

入社して間もない人に取締役になってもらってどうなのか、というところもあると思うんですけれ

ども、別に彼女たち、彼らだけではなく、若手のメンバー達も普通に経営会議の議案に対して意見

を言ってくれるケースもすごく多くて、その中には当然、われわれ自身も耳を傾けるものも多かっ

たので、そういった意味では、なかなか意義深い取り組みだったんじゃないかなと、私としては考

えております。 

一方で、効率的な観点で、やっぱり 17 名というところで、実は 17 名で取締役会を開催する前

に、別の執行役員会のほうで議案をかけさせていただいて、そこでも皆さんの意見をたくさんもら

って議論させていただいています。最終的な取締役会のところでは、割ともう議論し尽くされた問

題が出てくるので、それほどそこで議論を 17 名でやらないと進まないということはなかったの

で、取締役会の運営上、そんなに議論を進めるところでは問題なかったのかとは思うんですが、さ

すがに 17 名の皆さんに、諸々事務手続きを含めて確認を取ることを含めての効率化が難しいとこ

ろもありましたので、今年はちょっと人数を絞らせていただくという判断をさせていただきました

というところが、ご回答になります。 

青野さん、補足があればお願いします。 

青野 [M]：ありがとうございます。もう 1 人、せっかくなので、昨年取締役になった 1 人で、最

年少で、もう入社 1 年目で、4 月に入社して次の 3 月には取締役になっていたという岡田陸さん、

ちょっと取締役をされて感じたことなどを共有していただければと思いますけれど。岡田さん、い

けますでしょうか。映りました。お願いします。 

岡田 [A]：ありがとうございます。取締役の岡田です。先ほどもお話があったと思うんですけれど
も、社内では意思決定のための議論が、大小さまざまなところで行われているなというのは、取締

役になる前から認識していて、今年も変わりなかったかなと思っております。 

取締役になって、仕事が、僕は採用担当をやっているんですけれど、明確には変わらなかったもの

の、取締役会だったりとか、モニタリング会議に参加することで、通常業務に従事しているとなか

なか目のいかない、経営の情報、解約率だったりとか、売上だったり、人員推移というところに目

を向けられる意識が、自分の中では持てたなと思っているので、とても貴重な経験をさせていただ

いたなと思っております。回答は以上で大丈夫でしょうか。 

青野 [A]：ありがとうございます。17 人、ちょっと多すぎたねという反省はあるものの、今の岡

田さんが答えてくれたように、やっぱりなった人は、なった人、一人一人で見える景色が変わっ
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て、一担当だったところが、全社ってこうやって動いているんだとか、こうやって組織って動いて

いくんだと、そういうところまで意識を持てるようになってくれたことは、本当に何物にも代え難

い大きなリターンだったかなと思います。 

また、絞るということも、17 人はさすがに多いねって思ったんです。絞らなかったのもちょっと

理由がありまして、やっぱりサイボウズで大事にしている、チームワーク、良いチームワークって

なんぞやと、それは自立だと。僕はこうしたいと、僕は取締役をやってみたいんだという、やっぱ

りその思いを、周りの人が阻害するというのは、できるだけ避けたい。 

本人がやりたいと言っているのに、なんでやらせないんだと、何かいろんな理屈をつけてやらせな

い。それだったら、まず一遍チャレンジして、失敗してもいいじゃないかと、学ぶことのほうが大

きいぞと、こういう自立の気持ちはやっぱり大事にしたい。 

なので、ちょっと失敗するかなというところもあったんですけれども、チャレンジさせていただき

ました。それによってまた私達も学び、より一層優れた組織運営ができるようになってきたんじゃ

ないかなと思います。ご質問ありがとうございました。 

続きまして、ご質問のある方は挙手をお願いします。こちらの株主様、お願いいたします。 

質問者 [Q]：株主番号 1 番です。ちょっとお聞きしたいんですが、いろんなことをやっていて、皆

が楽しい世の中にしたいということはわかりますけれども、具体的には、売上としての目標は、い

かほどのところを目標にしているんですか。そこをぜひお聞きかせ願いたい。 

例えば１兆円まで目指すのか、どこまで目標にするのか、ちょっとよくわからないので、そこら辺

は社員もどう考えているのかも知りたいところです。社員だって、持株会で株式を持っているんで

しょうから、それは反映してもらわないと困るという意見もあると思いますから、お願いいたしま

す。 

青野 [A]：ご質問ありがとうございました。ご質問の内容をちょっと確認させていただきたいんで
すが、売上目標はいくらなのかと、それに向けてどう投資していくのかという理解でよろしいでし

ょうか。 

もしスライドが映れば、もう一度企業理念のところを映していただきたいんですけれども、この組

織が目指しているのは、「チームワークあふれる社会を創る」ということなんです。 
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そのために売上が必要だったら売上をつくりにいきます。そのために必要じゃないと思えば、つく

りにいく必要はないと思っています。売上を上げることが私達の目的ではありませんから、最終目

的ではありませんから。今につきましては、まだまだ売上を上げていかないといけないと思ってい

ます。 

もっと良いグループをつくるために、もっと多くの人に届けるために、もっと投資が必要だと思っ

ています。なので、規模を拡大していく今は方針で運営しています。 

そこについて、目標は、実はあまり立てておりません。目標をつくると、目標に縛られますので、

あくまで私達がやりたいのは、最終のこの理念のところ。それについて、今は必要だと思っている

から伸ばしにいく。伸ばしにいくけれども、逆算するような経営は今のところはしてないです。 

なので、その時々に応じて柔軟に判断していく。これが私達の経営スタイルになります。いかがで

しょうか。こういう経営もあっていいんじゃないかということです。 

質問者 [Q]：そういうプラットフォームをつくるためには、だいたいどのくらいの資金がいるかと
いうのはあるんだと思うんですけれど、それはいかがですか。 

青野 [A]：なるほど。そうですね。答えとしましては、今のもしかしたら 10 倍ぐらいはいるのか

なと思うんですが、自分の中で確信はありません。確信はないです。というのは、サイボウズの場

合は、サイボウズだけでビジネスをやっているのではなくて、周辺のパートナー様と一緒に事業を

大きくしています。 
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なので、周辺のパートナー様がどんどん育ってきて、大きくなっていけば、私達の規模はそこまで

大きくしなくてもいいのかもしれません。ただこの周辺のパートナー様がなかなか動いてくれない

のであれば、私達のサイボウズ側を大きくして出ていく必要があります。 

なので、海外の事業展開においても、常に外部のパートナー様を探しながら、でも外部のパートナ

ーさんがいらっしゃらなければ、私達がもう積極的に拠点を出して動いていくというようなことを

しています。 

イメージとしては、少なくとも 10 倍ぐらいは必要じゃないかなと思うんですけれども、その時々

の状況を見ながら判断していきたいと思っております。よろしいでしょうか。ご質問ありがとうご

ざいました。 

その他のご質問はいかがでしょうか。こちらの株主様、お願いいたします。 

そろそろバーチャルの株主様のご質問も拾っていきたいので、ちょっと一度、会場の方からのご質

問をここで切らせていただきます。それでは、お願いします。 

質問者 [Q]：出席番号 11 番です。先日、資金の借入に関するリリースが出たと思うんですけれ

ど、その中で気になったのが、広告宣伝費です。 

広告宣伝費というと、kintone のようにテレビ CMなどに使うと思うのですけれど、テレビ CMだ

とあくまで国内の方に視聴していただけると思うんですけれど、逆に国外の方だと、あまりそうや

って見てもらえないと思うので、広告宣伝費を使って、国外の方に発信を何か考えていることがあ

れば、教えていただきたいです。よろしくお願いします。 

青野 [M]：ご質問ありがとうございます。それでは、国外に向けた広告宣伝活動、どのようなもの
をやっていて、どう力を入れていくのかというご質問でよろしいでしょうか。それでは、US事業

を担当しております、デイブ・ランダから回答させていただきたいんですけれども、うまくちょっ

と通訳と翻訳がいくことを祈りながら、デイブに振りたいと思います。 

デイブさん、お願いします。 

ランダ [A]＊：アメリカ子会社の CEOをさせていただいている、デイブ・ランダと申します。US

では 7 年間ほど、事業を展開させていただいておりますけれども、堅調に業績が伸びております。 

アメリカ市場は、大変競合他社が多く、かなり競争が激しい市場となっておりますけれども、サイ

ボウズで安定的に投資を行っておりまして、それで売上も伸びておりますし、チームのサイズや体

制も安定的にこつこつ整備させていただいております。 
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また、パートナーの開拓も行っておりまして、その中でも大型のクライアント、知名度の高いクラ

イアントの開拓もできていますし、また中小企業のところでもクライアント顧客を獲得しておりま

す。 

なので、これからもこつこつ安定的に負けずにやっていきたいと考えておりまして、US の市場も

グローバルの市場も、どんどん理解を強化していきたいと考えております。 

青野 [A]：ありがとうございます。今、デイブさんがご説明してくださった通り、こつこつ、こつ
こつやっていますので、投資金額もこつこつ増やしてきています。ずいぶん伸ばしてきています。

ただ日本ほど、今アクセル踏めという感じでもなくて、まだ本当に競合と勝ったり負けたりしなが

ら、徐々にやっているところなので、今、投資金額を徐々に増やしてきていると、こんなステージ

だとご理解いただければと思います。よろしいでしょうか。ご質問ありございました。 

それでは、バーチャル株主様からのご質問をお受けしたいと思いますが、来ておりますでしょう

か。いっぱい来ていますね。 

そうしますと、急ぎめに拾っていきたいと思います。1 個目からいきます。 

 

サイボウズの理念を継続的に貫いていくには、社員一人一人が質問責任を果たしていくことがかな

り重要だと思います。その通りですね。関心がないので任せますという社員が増えてくると、将来

的には情報格差が生まれてしまうのではないかと思いますが、そういった危機感はありませんか。 

イエスであり、ノーでもあります。まずは、やっぱり人って、全てのことに関心を持てというの

は、ちょっとなかなか難しいですよね。なので、やっぱり開発の人は技術に興味がありますし、販

売側の人は販売の戦略に興味がありますし、こういう企業理念についてもすごく興味がある人もい

れば、やっぱりそこまで僕は、何かこつこつ仕事ができればいいですという人もいて、僕はそこの

多様性も受け入れていきたいなと思います。 

ただ、やっぱりそうは言っても、いろんなことが決まっていて、全社の方針はみんなに影響がある

ことだから、やっぱり関心を持ってほしいなという気持ちもあります。その辺は、なのでイエスで
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あり、ノーでもあり、多くの人に関心を持ってほしいから、頑張って関心を持ってもらえるように

訴えてはいきますけれども、かといってその関心を無理強いすることはしない。 

興味もないのに無理やり何かそこを質問を出せというのも、本人にとって苦痛ですから、そこは誰

かにお任せしますと、僕はよくわからないのでお任せしますというのはありだと。そういうバラン

ス感を持って、運営していきたいと思っております。ご質問ありがとうございました。 

 

続きまして、ユニークな制度である取締役公募制度による取締役候補の決定、選任から 1 年が経過

しました。本制度に関する評価についてはどのように総括されていますか。明らかになった問題

点、課題点も含めてご説明ください。 

これは先ほどお答えしたから、よろしいですか。ありがとうございました。 

 

続きまして、社員全員が取締役的役割を期待されていて、取締役会の前に経営会議で幅広い議論が

行われているという話があったが、そういった会社で社外取締役はどのように経営に関与していく

のか。取締役会だけではなく、経営会議等にも積極的に関与していくことが期待されているのか、

というご質問をいただきました。 

こちらにつきましては、経営支援本部長の林さんからご回答させていただくので、よろしいです

か。お願いします。 

林 [A]：経営支援本部の林です。取締役会は、あくまで重要事項に関する最終決定の場で、議論自
体は、情報公開に基づいてそれ以前の場でもかなり活発に行われています。 

社外取締役のみならず、社員全員に対して、適宜重要なトピックスの内容については共有させてい

ただいていますので、先ほど候補として選任の趣旨でも申し上げた通り、社外取締役のお二人にも
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忌憚のない意見を、適宜経営会議というか、取締役会外のところでもいただければなとは思ってお

ります。以上になります。 

青野 [Q]：ご質問ありがとうございました。どんどんいきましょう。 

 

続きまして、昨年度選任された取締役のうち、今回退任する方々に対し、今後どのような役割を果

たすことを期待していますかというご質問をいただきました。こちらも林さんよろしいでしょう

か。 

林 [A]：期待するところ。先ほど岡田さんからもお話があったと思うんですけれど、全員が取締役
的な役割を果たすという中で、あえて法的な取締役に立候補して、さまざまな場に出ていただくこ

とで、今までと違った目線で、経験だったり情報を得ることができたんじゃないかなと思います。 

それも自らの仕事の中で、サイボウズの理想の実現に向かって生かしてもらえればいいなと思って

おります。簡単ですが、以上です。 

青野 [Q]：いや本当に、すごく良かったと思います。取締役を経験するってあまりない機会で、本
当にこれからも高い視点で関与してもらえると嬉しいなと思います。ご質問ありがとうございまし

た。 

 

続きまして、次のご質問です。監査役選任について異議はありません。また、前回も感じました

が、大変充実した監査役陣でいらっしゃるとお見受けいたしました。さらに、独立性を持って監査

していただくためには、次回は報酬増額を再検討していただけますでしょうかというご質問をいた

だきました。 

こちらは昨年もご回答いただきましたけれども、小川先生からもしよろしければ、ご意見いただけ

ますでしょうか。 
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小川 [A]：監査役の小川義龍でございます。今年も監査役宛のご質問を頂戴して、皆様にお話がで
きて大変嬉しく思います。それも、ご質問が監査報酬を増やしてくださいとは、誠にありがたいお

申し出で、もうわくわくしておりますけれども、世の中のお金と幸福は多いほど良いと思いますの

で、結構な、大変ありがたいお申し出と思います。 

ただし、私が思いますに、監査役があまり多く報酬をいただきますと、監査の目が鈍る可能性があ

ると、これは一般論ですけれど、思っています。 

いわゆる社外役員制度のポイントは、社外取締役もそうですし、われわれ社外監査役もそうなんで

すけれど、当社からの報酬だけで暮らしていないというところにあると思っているんです。つま

り、従業員であるとか、社内役員と違って、会社からの経済的な対価が、われわれのライフライン

にはなっていないということなんです。 

なので、監査の目が鈍らず、いくらでも言いたいことを言うと。俺は俺の意見を言うぞという、こ

ういうスタンスを保てるというのは、ほどほどの監査報酬をもらっているからかなとは思っていま

す。 

ちなみに、中川監査役から交代される植松監査役候補ですが、候補者を選任するプロセスの中で、

何度もウェブ会議でわれわれ監査役もインタビューさせていただいて、先日は面談してお話しいた

だきましたけれど、まさにこのほどほどの監査報酬で、今まで同様に厳しく監査していただけるも

のと監査役全員が感じているところです。 

現在の報酬は、すごく十分頂戴していると思いますので、株主様から、このような厚意をいただけ

ることは、大変励みになります。ありがとうございました。 

青野 [Q]：ご質問ありございました。バランスというのは大事なんだなと改めて感じました。小川
先生、ありがとうございました。 

 

続きまして、現任の取締役 17 名体制に対する 1 年のメリット、デメリット、反省、評価を伺いた

い。 

やっぱり注目されていますね。これも先ほどご回答させていただけたと思いますので、スキップさ

せていただきます。 
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続きまして、確認ですが、社外の者が事業の意思決定過程に関与できるという理解でいいのでしょ

うか。それとも、意思決定されたことに意見を言えるということでいいのでしょうか。こちらも経

営支援本部長の林さんから、補足でご説明いただけますでしょうか。 

林 [A]：これは先ほど青野さんが、株主本部会等のことについて言われた内容に関してですか。い
ずれにしろ、社外の方からいただいた意見も踏まえて意思決定していくということだと思うので、

意見を言うということと、意思決定に関与できるということって、ある意味ニアリーイコールだと

思っていまして、言った意見を踏まえて意思決定するケースもあるでしょうし、われわれが決めた

ことに対して、事後的にいただいた意見を踏まえて、改めてじゃあもう一度考え直して意思決定を

し直すみたいなケースもあるかと思うので。 

そういった意味では、いただいた意見は意思決定の過程に組み込まれていくものじゃないかなと

は、考えております。以上です。 

青野 [A]：ご説明ありがとうございました。やっぱり、僕、意思決定するよというときに、いろん
な人から意見が来て、いや、それは僕はこう思う、こう思うというのが、誰かがもみ消したりする

ことなく、ちゃんとオープンにされているということが大事だと思うんです。 

それがされていると、意思決定をしました、失敗しましたっていったときに、いやあの人が言った

通りだというところも含めて、反省できるわけです。それを何か、誰かが何かの意思によって見え

なくしちゃった。実は反対意見があったのにとか、もっと良いアイデアがあったのにとかというこ

とがないように、オープンに社外の方からも意見を集めていく。それを見える化していく。 

でも、もちろん決めるのはその人が決めるわけですけれども、それを見える化していくことが、と

ても大事なことだと思っております。ご質問ありがとうございました。 
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続きまして、名指しで来ていますね。山田翠氏に質問、1 年間の役員の成果と反省を伺いたいとい

うことで。彼女は 2 年目の社員として取締役になりました。山田翠さんにご意見を伺いたいと思い

ますが、つながりますか。お願いします。 

山田翠 [A]：ご指名でいただいて、すごくびっくりしたんですけれども。成果といたしましては、
経営ってやっぱりちょっと、まだ 1 年目、2 年目とかの社員からすると、少し距離が遠いところで

あったりとか、自分達が意見していいのかわからない部分という印象があったんですけれども。 

今回取締役として入らせていただくことによって、周りの同僚だったりとかも、あ、若手も意見を

出していいというか、見ていかなきゃいけないことなんだということで、意見が幅広く出るように

なったんじゃないかなというところを、例えば助言アプリであったりとか、みんなで取締役という

取り組みの中でも感じたところであったりとか。 

あとは他社の方からすると、若手が取締役に入るということはちょっと特殊ではあるかもしれない

んですけれども、自分たちの取締役のあり方をちょっと考え直したみたいな話とかをいただくこと

もあったので、取締役に入って、そこら辺が良かった点というか、学びになったかなというところ

です。 

反省といたしましては、1 年間、今回長いかなと思ったんですけれど、すごくあっという間に過ぎ

まして、いろんなことがあって、1 年間通して会社のお金の流れであったりとか、人の動きであっ

たりとか、いろんなことを学ばせていただいたんですけれど。今回、この肩書きが外れるだけであ

って、これからもサイボウズ社内にいれば、関わっていける部分ではありますので、意見とかは積

極的に出していきたいなと思っております。こんな感じでよろしいでしょうか。 

青野 [A]：ご質問、ご回答ありがとうございました。やっぱり、この 1 年目、2 年目の社員が取締

役公募制といっても、自分が手を挙げていいのかしらって、僕だって正直ちょっと勇気が出ないと

ころだと思うんです。そこを勇気を持って手を挙げてくれた。それによって本人の意識も変わる

し、周りの同僚の若手の意識も変わってくるし、本当にいい流れがつくれたんじゃないかと私は思

っております。ありがとうございました。 
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続きまして、サイボウズは社内でテレワークを推進していると理解していますが、テレワークによ

って、社内のチームワークが十分に育たないということはありませんか。 

また、テレワークをすると、オフィスの賃貸面積は減らしても良いと思いますが、日本橋ビルから

の移転は考えていますかということでご質問をいただきました。 

こちらは、人事本部の中根さんからご回答させていただきたいと思います。 

中根 [A]：人事本部長の中根です。ご回答させていただきます。まず、チームワークが十分に育
つ、育たない、ゼロイチなのかというと、そうじゃないなというのが現時点での振り返りです。 

オンラインになって、今 10%から 20%のメンバーのみが出社して、それ以外のメンバーはオンラ

インでというのが弊社の現状ですけれども、このオンラインにおけるチームビルディングというの

は、いろんなことをチャレンジしています。オンラインの中でも人と人をコネクトしていく施策、

いろんなイベントを各チームでやったり、全社でやったり、あえてそういう場面をつくったりとい

うようなことを積極的にやっています。 

一方で、オンラインだからこそできたチームビルディングということもあります。例えば、書き込

み。グループウェアの書き込みが、コロナの前に比べると 5 倍以上になっています。これによっ

て、見える化が進んだ、言語化が進んだということがあります。 

これは、会社に来て隣の人に呟いていたことが、実は松山や USの人にも届くようになったという

ことで、逆にチームビルディングが進んだとも思えると捉えています。 

このように、リアルとバーチャルでそれぞれメリットとデメリットというものがあるなというの

が、現時点での感想です。 

日本橋オフィスを今後どうするのかということでいきますと、サイボウズは毎年 13%程度で人員

増しております。これによって、拡大の必要性が本来ならばあったかもしれないんですけれども、

バーチャルが進むことによってこれがなくなったということで、将来投資の削減にはなっておりま

す。 

バーチャルだけで良かったかというと、やっぱりそうではなくて、リアルはリアルの良さがありま

すので、このリアルの良さを改めて確認したので、ハイブリッド型の働き方をより進められるよう

に、リアルのオフィスということをさらに進化させていきたいと思っておりまして、日本橋オフィ

スも、さらに変えて進化させていきたいと思っております。 
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青野 [A]：ご説明ありがとうございました。ちょうど日本橋オフィスをまたバージョンアップが、
この春から夏に予定されていると認識していますので、またリアルオフィスはリアルオフィスで、

私達なりの回答をそこでお見せしたいなと思っています。ご質問ありがとうございました。 

 

続きまして、平均勤続年数が 6 年となっているが適正と考えているか。辞める理由は。情報漏えい

のリスク等をどのように考えるかということで、こちらも人事本部の中根さんから、お答えいただ

けますでしょうか。 

中根 [A]：引き続き、人事本部の中根です。6 年というので、うわ、短いなと、すぐに人が辞めて

いるんじゃないかと思われるかもしれないんですけれども、こちらは、先ほども申し上げましたよ

うに、私達 13%のメンバーが新しく入社してきます。それによって勤続年数が短くなっていると

いうのが内訳です。 

一方、離職率でいいますと、だいたいここ数年は 3%から 5%の間で推移しております。これが特

に特段高いかというと、そんなことはないと思っておりまして、一般的にいわゆる IT業界での離

職率は 10%程度と言われておりますので、特にこれが問題とは捉えておりません。 

今後についてですが、実はもっともっと仲間を増やしたいと、採用を積極的にしていきたいと思っ

ておりますので、もしかしたら、この平均勤続年数 6 年というのは、もっと短くなる可能性があり

ます。 

ただ、今回ご懸念いただいたように、辞めるときの問題がないのかというのは、やっぱり一人一人

に何らかの理由がある可能性があります。積極的な理由、前向きな理由の場合もありますけれど

も、そうじゃないケースについては、きちんとそれを組織にフィードバックして、われわれの改善

につなげていきたいと思っております。 

ということで、現時点で、平均勤続年数 6 年には問題ないと思っております。 

青野 [Q]：ご質問ありがとうございました。ちょっとまだまだ質問がありますので、次々と拾って
いきたいと思います。 



 
 

 

44 
 

 

続きましてのご質問は、ハードウェア寄りの製造業向け系営業を強化してほしい。30 名程度のハ

ードウェアを作っているスタートアップでは、グループウェアチャット等を活用して働いていまし

た。 

ところが、今年から数万人を超えるハードウェアを作っている企業に転職したのですが、そういっ

たツールは使用予定もなく、転職で入社した同僚曰く、同規模の会社はこういった環境が多いとの

ことでした。 

導入には何らかのハードルがあるのかもしれませんが、貴社としてはビジネスチャンスがある領域

だと思いますので、ぜひご検討いただきたいです。 

製造業向けの営業強化についてということで、営業本部長、栗山さんからご回答いただけますでし

ょうか。 

栗山 [A]：営業本部長栗山です。これは質問じゃなくてご要望ですよね。ちょっとお答えします
と、われわれも頑張りますので、ご要望いただいた方も社内から頑張って、お互いどこかで出会え

るといいですよね。 

青野 [A]：具体名を教えていただけましたら、もう来週から営業活動に入れるので、こっそり教え
ていただけたら嬉しいです。ありがとうございます。 

サイボウズの特徴としては、結構この業種業態はあまり関わらないという、お客様があまり偏って

ない。製造業の方もいればサービス業の方もいれば、本当にもう多種多様な、小売の方もいれば、

あまり偏っていないというのが一つ、事業の特徴ではあります。 

なので、製造業向けが、数万人の企業となりますと、なかなか私達も営業しましても検討に時間が

かかることも多く、また競合も多くということで、時間はかかってしまいますけれども、何とか増

やしていきたいと思っています。 

まだまだ世の中、チームワークがあふれていないということです。頑張っていきます。 
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続きまして、ご質問。広告宣伝、サーバー、人員、オフィス拡充に積極投資を行っているとのこと

だが、投資には効果の測定が必要。広告宣伝とオフィス拡充について、どれほどの効果が出ている

のか、あるいは見込んでいるのかを教えていただきたいということで。 

これはビジネスマーケティング本部の林田さんと人事本部の中根さんに、ご回答いただきたいと思

います。 

林田 [A]：マーケティングをやっております林田です。よろしくお願いします。 

広告宣伝の効果ということで、私達、具体的にここの数字をこうするという目標を持っているわけ

ではないんですが、まず特に CM、それからネット広告、こうしたものを打っておりまして、特に

今、kintoneで打っておりますが、直近で kintone のホームページ閲覧数でいうと、打つ前と比較

すると倍まではいってないんですけれども、7～8 割ぐらいの伸びが来ています。 

ここから多分、お客様が kintone の活用動画だったり、シミュレーターだったり、いろんなお客様

の検討状況に応じて、いろんなコンテンツを見ていただくんですけれども。その辺りのコンテンツ

にどのぐらい数字が来ているか、どういう誘導ができているかというのを見ながら、いろいろ広告

の打ち方を調整して、最終的には見込み案件を増やしていきたいと思っています。 

kintone 自体は、だいたい検討するのに 1 年ぐらいお客様は時間をかけていますので、すぐ結果が

出るというわけではないんですけれども、少し時間をかけながら、いろいろ調整しながら施策を打

っていきたいと思っています。以上です。 

青野 [M]：ありがとうございます。続きまして、オフィス拡充については、人事本部、中根さんか
らお願いしたいと思いますが、いかがでしょう。 

中根 [A]：人事本部の中根です。オフィス拡充ですが、最近増やしているオフィスというものは、
札幌、大宮、マレーシアといった、いわゆる営業拠点を増やしています。 

これは、パートナーの皆さんでしたり、お客様とのリアルな接点が持てるというメリットがあると

思います。これで、いわゆる首都圏だけではなく、いろんな地方、あるいは海外のお客様に
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kintone をはじめとした、いろんなサイボウズの製品を知っていただけるということで、効果が出

てくるんじゃないかなと思います。 

あと、拡充以外にも先ほど申しましたように、より私達が効率的に、よりわくわくして働けるよう

なハイブリッド型のオフィスに変えていきます。これは、どれぐらいの効果になるのかはまだ見え

ておりませんが、いろいろチャレンジをしてみたいと思います。以上です。 

青野 [A]：ご回答ありがとうございました。 

 

続きまして、ご質問。いま一度、社の企業理念である「チームワークあふれる社会を創る」を掲げ

られた経緯と、それがサイボウズ製品によってどのように寄与されているのかを教えていただけれ

ば幸いですというご質問をいただきました。 

サイボウズのことを昔から知っている方だったら、ご存じかもしれませんけれど、2005 年、2006

年に、実はすごくM&Aをやった時期があるんです。それも 1 年半の間に 9 社買収して、もう本当

にいろんな事業を、ポートフォリオのように持っていた時期がありました。 

ただそのときに、実は全体として売上は上がったものの利益が減って、しかもグループとして一体

感が結局つくれなかったという、そういう背景があります。 

その中で、これじゃ良くないねと、事業規模は大きくなったけれども、何かこうやって楽しくない

し、自分達がどこに向かっていくのかも言えない。これじゃ良くないねということで合宿して議論

して、もう 1 回、このグループウェアというところに集中していこう、1 回事業は小さくなってし

まうかもわからないけれども、グループウェアで情報共有されて、良いチームワークあふれるよう

な、そういう社会を創っていこうと、そういうところで決めたのが 2007 年ぐらいのことです。 

そこからももう、「チームワークあふれる社会を創る」というのを私達のスローガンでやってきま

した。 

それが、サイボウズ製品によってどのように寄与できるかというと、まさにこの新しいテクノロジ

ーによって、新しいチームワークができるようになったと思っているんです。繰り返しになります

けれども、本当に情報格差のない状態って、テクノロジーがないと無理ですよね。 
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紙と鉛筆で情報格差のない社会はなかなかつくれない。でも、今このようにインターネットの技術

があって、誰か地球の裏側の人が発信したことも、すぐ世界中の人が知ることができる。まさに情

報格差がない状態をつくるテクノロジーができたわけです。こういうテクノロジーを利用すれば、

もっともっと面白いチームワークができるはずだと。それをやりたい。 

そのためには、こういう理念を掲げることも大事だし、こういう道具をつくることも大事だし、啓

蒙していくことも大事だし、これをやっていきたいと思っている次第です。以上でご回答とさせて

いただきたいと思います。 

 

続きまして、ご質問いきます。広告宣伝費の主なものはテレビ広告がメインと思われますが、顧客

の増加にどのようにつながっていますか。テレビ広告の狙いと、前年度と当年度の契約顧客の伸び

を具体的に説明願います。 

これも、ビジネスマーケティング本部林田さんから、ご回答よろしいでしょうか。 

林田 [A]：よろしくお願いします。まずテレビ広告の目的ですけれども、まずたくさんのお客様、
見込みのお客様に、kintoneという製品があるということを知っていただきたい。これは、製品を

直接検討していただく人にも知ってもらいたいですし、サイボウズ製品は会社に入る、組織に入る

ということで、実際に稟議とか、導入するときに使うユーザーさんにも、知っておいていただいた

ほうが、当然スムーズに導入されて活用されていくというのもあるので、テレビ CMについては、

できるだけ多くの方に、まずは知ってもらうことを狙っています。 

契約数の伸びとテレビ CMが直接的に関わるかどうかというと、広告の効果もありますし、それか

らパートナーさんを含めた、さまざまな提案活動の総合的な結果だと思うので、一概には言えない

んですけれども。数字だけ申しますと、一昨年から去年までの 1 年間の、例えば kintone の増加し

た社数でいうと 4,000 社、去年から今年 1 年間の kintoneの増加した社数が 5,000 社ということ

で、伸びのペースも上がってきておりますので、広告だけではないんですけれども、総合的に効果

が出ているんじゃないかなと考えています。以上です。 
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青野 [A]：ご質問、ご回答ありがとうございました。テレビ CMなんかは、やったからすぐ

kintone が売れるかと言ったら、そんな甘い話でもないんですけれども、あれぐらい CM を流して

おりますと、本当に小学生から大人まで幅広い人に、とりあえず認知は取れたと。 

これが 5 年、10 年の私は売上成長につながってくると期待してやっているので、その辺りは数字

を見ながら、テレビ CMをどれぐらい継続していくのか判断していきたいと思っています。ご質問

ありがとうございました。 

 

続きまして、残り 2 問です。企業理念を従業員に浸透させるために行っている具体的な取り組みは

ということで、ご質問をいただきました。こちらは組織戦略室の山田理さんから、ご回答いただき

たいと思います。 

山田理 [A]：組織戦略室の山田です。企業理念って、本当に覚えないんですよね。僕らも何か覚え
てもらうために、昔は壁に書いたりとか、挙句の果てには 7 個あったやつを 5 個に減らしてみて覚

えるんじゃないかとやってみたり、というところまでやったんですけれど。 

今も、もちろん覚えてもらうというか理解してもらうために、何かカルチャーについて語るとかと

いうビデオみたいなのを、社内カルチャーチャンネルという社内 YouTubeみたいなものを作っ

て、できるだけ多くの人に、そこを理解してもらおう、伝えようということはやったりはしている

んですけれど。一番は、企業理念って何のためにあるんだということだと思うんです。 

覚えるためにあるものじゃないので、青野さんがさっき言っていたみたいな、これが僕達の目的で

あって、行動指針はそういう行動をやっていこうということであるので、一番そこに関係してくる

のは意思決定なんだと思うんです。 

どういうような事業をやっていくのか、これは僕らのゴールにちゃんと近づいていくものなのか

と。この意思決定はちゃんと公明正大にされているのか。これは多様な個性を重視しているのか

と。一つ一つ、ここにいる本部長といわれる、大きな意思決定をする人であったりとか、部長であ

ったりとか、その人それぞれがちゃんとそこに立ち返って、意思決定できているのかということ

が、一番結果的には社内に伝わるところなのかなと。 

それを公明正大に、オープンなところでやっていると、社員から見ても、あれ、それって言ってい

ることと違う、うちの企業理念と違うんじゃないですかという質問責任があって、それに対して気
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づくこともあれば、これはこうこうこういう理由でやっているんだと説明責任を果たすこともでき

ると。こうして伝わっていくのかなと思います。以上です。 

青野 [Q]：ご質問、ご回答ありがとうございました。 

 

それでは、最後の質問にいきたいと思います。広告費を集中的に使って当面の営業利益は抑え気味

になるのかもしれませんが、中期経営計画で 3 年から 5 年後の売上高、営業利益、当期利益、配当

の見込みは立てているのでしょうか。先ほど目標がないとのことでしたが、計画も立てていないの

ですかということで、ご質問をいただきました。 

こちらは、経営支援本部の林さんから、ご回答お願いしたいと思います。 

林 [A]：経営支援本部の林です。主要な製品については、中期の売上計画や戦略などもつくってお
り、それに基づいた事業運営はしっかりさせていただいております。 

また、利益等についても、半期に一度の予算策定に際してであったり、また先ほどご質問があった

ように、借入等もしておりますので、それに際して 5～6 年の幅での事業シミュレーションみたい

なものは行って、見立て自体はわれわれでもつくって見ております。 

ただ、IT事業とか SaaSビジネスにおいては、スピード感から投資における機動性みたいなものが

非常に重要なんじゃないかと、われわれは考えています。 

そのため、現時点ではですけれども、大上段で中期の目標を設定して、そこで約束した数値を目指

した経営を行うというよりも、自社の事業の余力をちゃんとタイムリーに見極めながら、適宜投資

を行うことのほうが、より大きな事業成長を目指せるんじゃないかと考えておりますので、そうい

った形で事業を運営させていただいております。以上です。 

青野 [A]：ご質問、ご回答ありがとうございました。数字の置き方のイメージなんですけれど、目
標と見立ての言葉の違いをちょっと感じていただきたいんですけれど。目標って、置いたら、そこ

を達成するために何をしようという逆算で考えますよね。 

見立てというのは、違うんです。このままいったらこんな感じになるかなと、僕らがこう活動して

いったらこうなるかな、売上はこれぐらいになるかなと、こっちは立てるんです。 
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こっちはいろんな数字を見ながら、こういうシナリオだとこれぐらいいくかな、ああなるかな、じ

ゃあこれぐらい投資したらこうなるかな、みたいなことを見立てはするんですけれども、それを目

標にはしないと。 

目標にした瞬間に、その数字に縛られますから。数字が大事になってくるので。僕達が目指してい

るのは理念なので。理念のためにどうするかということなので、目標に縛られるような置き方をし

ない。そこは機動的に、数字は分析しながら、見立てを変えていくという、こんな感じでご理解い

ただけると嬉しいです。 

私は、こちらの経営のほうが今風だと思っていて、今風で変化に強い。コロナがあっても目標があ

ったら目標に縛られますよね。僕らは、外部の状況に応じて、どんどん中で見ている数字も変化さ

せながら動いていますので、こういう経営をしていきたいということになります。ご質問ありがと

うございました。 

ということで、すみません、お時間をかなりいただきましたけれども、バーチャル出席の株主様か

らのご質問、一通りお答えをさせていただきました。 

再度、ご来場いただいております株主様からご質問があればお受けしたいと思いますが、追加のご

質問いかがでしょうか。お一方でよろしいですか。じゃあラスト質問、よろしくお願いいたしま

す。 

質問者 [Q]：出席番号 6 番の者です。また、ありがとうございます。 

海外展開についての質問です。IR イベントのときにも出ていたんですけれど、海外で、中華圏で

ローカル企業への市場開発もしているとなっていました。 

昨今の米中対立の影響で、何かそういった規制とかいうものを受けるのか受けないのか、ちょっと

その辺が心配なのと。実は私、私が株主のある会社ですけれども、昨年、その会社はカントリーリ

スクを認識して、実は中国から撤退しちゃったんです。 

そういうような、海外展開の場合、やっぱりカントリーリスクがあると思うんですけれども、その

辺をどのように考えているのか教えてください。以上です。 

青野 [M]：ご質問ありがとうございます。こちらの質問は、どうしましょうか。それでは、グロー
バルの営業も併せて見ております、栗山さんからご質問に対してご回答させていただきたいと思い

ます。栗山さん、お願いします。 

栗山 [A]：営業本部長、栗山です。今、中国に関しての限定ということでよろしいですか。 
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質問者 [Q]：はい。お願いします。 

栗山 [A]：中国に関しては、IT企業のカントリーリスクはゼロではないと認識しておりまして、特

に US企業に規制が入ったりということで、それは十分認識しております。 

ただ、今われわれが行っている事業規模で規制が入るリスクがあるかと言われると、それはもうほ

ぼゼロに近いだろうということで、すぐにそのリスクに直面するかというと、そうではないと考え

ています。 

US企業も、実際撤退している理由が、規制が主な理由では実はないんです、ほとんど。撤退する

理由は、やはり中国企業との競争に負けて撤退しているケースが多くて、規制をもとに撤退してい

るというわけではないということです。 

その辺りも踏まえながら、規制によって強制的に排除されるリスクは、今のところそれほど大きな

脅威とは捉えずに、事業としては展開していると、こういう回答でよろしいですか。 

青野 [A]：よろしいですか。ちょっと私から補足しますと、中国は Googleが使えないという、

Twitter も使えないという、それは共産党のほうで言論統制、勝手にいろんな人がいろんな発言を

して、それを制限できないというのはどうだということで、ああいった Googleや Twitter のよう

なグローバルサービスも中国で使えない。こういうことが起きています。 

じゃあ、サイボウズのサービスがどうかといわれますと、kintone を規制する意味は、あまりない

よねということです。 

普通に自社の情報を自社の中で完結して共有するシステムなので、あまりそこはカントリーリスク

的には Twitter ほどは高くないと。もし私達のようなソフトが規制されることになったら、もうよ

っぽどだという認識で、今のところ事業をしております。よろしいでしょうか。ありがとうござい

ます。それでは、よろしいでしょうか。 

それでは、報告事項および決議事項に関し、十分審議を尽くしましたので、これをもって全ての審

議を打ち切り、議案の採決に移りますが、ご異議ございませんでしょうか。ありがとうございま

す。 

それでは、議案の採決に移らせていただきます。採決の方法と集計につきましては、事務局からご

説明いたします。 
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司会 [M]：議長の指名に基づき、採決の方法に関してご説明いたします。ご来場株主様は、お手持
ちのスマートフォン、タブレットをご利用いただき、議決権行使を行ってください。 

手順につきましては、招集通知 4 ページのバーチャル出席のご案内、および受付時にお配りしたご

案内に記載されておりますので、ご参照ください。ご不明点等がございましたら、お近くのスタッ

フにお声がけください。 

バーチャル出席株主様は、招集通知 4 ページのバーチャル出席のご案内に記載されている手順に従

って、議決権行使を行ってください。なお、今からおよそ 5 分後の午後 3 時 15 分になりました

ら、議決権行使結果の集計をいたしますので、この時刻までに行使をお願いいたします。 

議決権行使を終えられました株主様は、集計完了までしばらくお待ちくださいますよう、お願い申

し上げます。 

青野：集計結果が出ましたのでご報告いたします。こちらをご覧ください。kintoneでリアルタイ

ムに作成されましたグラフになります。自社製品が活躍しています。 

第 1 号議案に関しましては、事前および当日分の議決権行使を含め、3 分の 2 以上のご賛同をいた

だきました。 
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第 2 号議案から第 4 号議案に関しましては、これは第 2 号議案です。取締役の選任の件の第 2 号

議案も、事前および当日分の議決権行使を含め、過半数のご賛同をいただきました。 

 

 

 

注）上記グラフの議決権行使数については、集計の都合上多少誤差がございます。正式な議決権行使結果につきま

しては、臨時報告書にてご確認ください。 

 

注）上記グラフの議決権行使数については、集計の都合上多少誤差がございます。正式な議決権行使結果につきま

しては、臨時報告書にてご確認ください。 
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そして第 3 号議案、監査役選任の件ですけれども、こちらも事前および当日分の議決権行使を含

め、過半数のご賛同をいただきました。 

 

 

 

そして最後、第 4 号議案、剰余金処分の件ですけれども、もうすごいですね。剰余金処分は圧倒的

賛成というふうになっていますけれども、事前および当日分の議決権行使を含め、過半数のご賛同

をいただきました。 

 

 

 

3 月 28 日ですか、配当の振り込みが行われるということですので、楽しみにお待ちくださいま

せ。 

以上の通り、議案は全て原案通り承認可決されました。ありがとうございました。 

以上をもちまして、本日の株主総会の目的である事項は全て終了しましたので、本総会は閉会とい

たします。 

注）上記グラフの議決権行使数については、集計の都合上多少誤差がございます。正式な議決権行使結果につきま

しては、臨時報告書にてご確認ください。 

 

注）上記グラフの議決権行使数については、集計の都合上多少誤差がございます。正式な議決権行使結果につきま

しては、臨時報告書にてご確認ください。 
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長時間お付き合いいただきまして、誠にありがとうございました。今年の株主総会はいかがでした

でしょうか。私達がやりたい世界観としては、株主の皆さんも、ぜひサイボウズのメンバーとして

参加いただきたいなと思っています。先ほどご紹介しました株主本部会みたいなものもやっていき

たいと思いますし。 

また、サイボウズの IR のホームページから、株主コミュニティのほうも参加いただけるようにし

ております(参照：https://cybozu.co.jp/kabunushi/kintone/)。ぜひご興味ございましたら、株主

コミュニティは kintoneで運用しているんですけれど、そちらもご参加いただきまして、ちょっと

思いつくことがあったらサイボウズに言ってやろうと、こういう感じで参加していただけると嬉し

いです。皆さんと一緒に、チームワークあふれる社会を創っていければと思います。 

それでは最後に、今日オンラインで参加しました役員含め皆さんで、ご挨拶して終わりたいと思い

ます。 

本日は誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 
1. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 

https://cybozu.co.jp/kabunushi/kintone/

